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第Ｅと章

　

事故防止

，ざ

　

表２－７７

　

５歳児クラス用事故防止チェックリスト

　

－

記入日：平成

　　

年

　　

月

　　

日

ｉ‐トビ・もが遊んでい－赫娃具やまわりの安全を確認している

つ

　

すべり台ヤブ・ラン－－、 ジャングルジムな
ど、ｉ建具の遊び方のきミ

ヒ

ー

　

リを守らせる ようにしている

　

おもちゃを持ったり、 カバンをかけたまま、
すべり台やジャング

　

ルジムで遊ぶことがないように注意している

４

　

すべり台の 上でふざけたり、 逆さ登りをさせもい
ように１ ている

５

　

揺れているブランコには近づかないように注意Ｌ
・ている

　

ソー‐ソーは反対側に人が乗ると、 急に上に あが る二
とを教え．

‐（い
６

　

？

７

　

登り棒の登リブテ、 降り方を指導し、ｒｌ≧
ｒｒ開き添うようにし〔いる

８

　

砂場では砂の汚染や甲ｔ、 回りの杵について
注癒：点検Ｌている

　

／ｒべｉＬく‐ｖ＼ラのＨ認）合いや、 振り回さないな
ど砂場で（汀正しい

９
遊び方を指噂Ｌ／ている

ＩＤ 砂場周辺は石少で滑りやりいことを注意し、 指導している

＝ゼミ響き葺
くで遊ぶと勢いあらて衝突する二割ある２ 臨趨、

口 鉄す奉行並ぶときは、 必ゞ ずヰ貴ぐ付き添う
ようにＬ二〔いる

”
三輪車の足掛け繁りやスク」－タ」－はスピートがつくと野蒜

眼べ可

　

いｉとを知り非｛ズサている

・橿 繋ぎ署長驚喜ｒ
種Ｊ雑．断ちはｆともの行重力を常ご

，

巨

　

足にとあっ／二粒を職１ｒ〔いるか雛認Ｌている

順 縄跳びのじ・－／
には使用後片づけるようにし．‐ニいる

　

プ」－）スや門など危険な嵩い
とこ人に；登らないように指標し′ａ

．７

　

つ

、

／

コメン
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躯
辛味ｒでは衝突を起こしギ｝すいぴ｝で、 人数やルールを考えて遊

ばせ

　

ている

－り 子ど・もの腕を強く引っぱらないように注意している

２（）…村内隣を起こしやすい子どもは、 聴聞全員が把握Ｌている

２１ｆ書家駕送呈墨孝三ドデ
とき、引っ張り合い′１、」・内障もみるこ

２２誓言≠裏書主なごみ審議デブ寒くきるときは・バランスを取り

２３滋養離 繋 ぎ
いたり、後ろ向き謙らないよう・ｉＥしい

２４

　

ｒ′ソププー三コ欄は倒れないものを使用Ｌている

２５ マントを使用後はそのままにてｒず、 必ず片づけている

２６
室内は整理整頓を行い、 便附したもヮ）はすぐに収納場

所にＬｒづけ

　

ている

ぢ もデー
捌 き器など正しい使い方をさせ一博１１した朝、ゴー・一

２８
おはしや歯ブラシなどをくわえて走り回ることがない上ぅに注意

　

Ｌて いる

２９ 給食のＥを、を食べるときは骨 に注意し、
食べ方を指導している

３ザ 響き 響 き
丁÷伽－“とぶ上常に付き添い指厚を行うよ

３ず誓書謹む－藁葺ビキニ量
組 ま≦ニ向け７－≧’謙り回Ｌ′た

ぃ
子どもが直接ふれてやけど序する 上）を暖房器具を使用していな

終 末が濡れていたら‐・ｒくトヒす大きニるようにしている

３４

　

トイしや手洗い場では走らせない

３ｓ

　

トイし上目の洗剤や消毒ままは］－ど・もの一Ｆの言下雪かない所におい‐（いる

第ノＪ達彦（ドを‐するときは、 必ず保育者が付き添／｝ている

；′７

　

Ｔ サギなとめネー旨耀き要三並ぶときは、 そば｛二つ－，．・て注意している

コメント

０ １０２
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第２章

　

事故防止

，捧

３８ 焚き火の後は熱いことを教え、 立ち入らないように指導し
ている

３９散歩のときは人数確認をしている

４０道路では飛び日しに？主意を・している

４１ 歩道には浄書穿きなものかないか注意している

４２ バイクのマフラーは熱いことあるのでさわらせない

４ｄ鰯そぎ声禦ぎ気管は
とぶこ手おきにくいことを保育者

一撃２圭長さ美学繋ぎ≦忘宇島翻ぶ鳥島ともず
ったり足『

４５ 前を▲～て歩かせ、ダリ全体〃）スピーードを考え誘導Ｌ
ている

４６坂道は走ると勢いがつく．二とを保育者は理解Ｌ、指導Ｌている

４７定￥
１
響 饗
の施設はい′友 鋤 け’ナでなに とを知り，「真重にえゴ

４８至要妄言稼ご盈蟹もぎ碧
南などで滑りやり－くなつかない

約 石・は人に向かって投げてはいけないことを指導している

５ｏ窪基礎…三雲
んたり淑まつつくことがあることを」，ともに 撚

５１１１津隻慧届書ざ轟薩響か
ものかあることを考え弼ヱ′

５２ 蜂の築かないか点検している

５３瞬きの嫌がう．二とをすると刺されることを教え－ている

コメント

１０３０



＝１． 表２‐７８

　

事故防止のための活動別配慮事項

　

き・

舞
総

　

系
２
章

事
故
防
止

活動 保育者の丙コ劾南Ｔ函

登園

ゅ氷彪での様子を聞き、 健康弘慾を把握する。
Ｐ傷がある場合は、 いつ受診した傷か確認をしておく。
か降園時に安全・確実に引き渡すため、お迎えの時間・者を確認する。
紗病院受診の連絡などのために、緊急連絡先の変更がないかを確認しておく。
か園で飲む薬がある場合は、依頼内容を確認し受けとる。
抄保護者と話をしながらも子どもの行動に気を配る。
Ｐ爪が伸びていないか、 活動しやすい服装かなどを確認する。
抄保護者からの伝言はも窪実に担任に申し送る。

ク

　

ラ

　

ス

　

別

　

の

　

活

　

動

室

　

内

　

遊

　

び

かロッカーや棚は倒れてこないか確認をする。
か衝突しやすい角や家具にはガードを取りｆ寸ける。
か乳児の座るまわりには、 角が硬く、 するどいものは置かないようにする。
鯵おもちゃは年齢に合っているか、 破損はないか確認をする。
か乳児クラスでは口の中に入ってしまうような小さなおもちゃは出しておかない。
ゎ遊び終わったおもちゃは片づけながら遊ばせるようにする
ゎクレヨンや粘土を誤欲しないように注意する。
伊鼻や耳に小物を入れて遊ばせないように注意する。
Ｐ おもちゃを友達に投げつけたり、 振り回さないように注意する。
Ｐ絵本や紙芝居の角には注意する。
妙 ドアの開閉の際は、 子どもの指の位置を確認してから行う。
Ｐ 引出しやドアを開け閉めして遊ばせないようにする。
妙いすに立ち上がったり、 机に乗ったり、 もぐったりしてふざけさせない
抄はさみを使用したら出したままにせず、 必ず片づける。
抄マットはめくれないようにしておく。
妙 子どもの腕を強く引っ張らないように注意する。
かかみつきが激しい子には素早く防止できるように気を配る。
妙子どもの活動は常に把握する。

戸

　

外

　

遊

　

び

か子どもには帽子をかぶせ、 足のサイズにあった靴であるか雌認をする。
渉保育者の姿が見えないところでは遊ばないことを教える。
Ｐ誰がどこで遊んでいるかを把握し、 人数の確言忍をたびたて 行う。
Ｐ固定遊具の安全点検を定期的に行う。
渉 顔具は年齢に合っているか、破損はないか、濡れてすべりやすくないかなどの確言忍を行う。
Ｐ固定遊真の側には保育者が付き添い、遊び方やきま」を教える“
か遊具は仲良く、 順番に使えるように指導する。
Ｐ揺れ－でいるブランコには近づかないように指導する。
か ブランコは立ち乗り、飛び降り、左右に揺らしたり、鎖をねじったりしないことを教えるり
抄おもちャを持ったり、 かばんを掛けたまますべり台で遊ばせない。
かすべり台の上や階段でふざけたり、 押したり、 逆さから登らないように教える。
Ｐ すべり台では衝突しないように、前の子どもが滑り終わってから順番に滑るようにさせる“
瞭非常階段．非常用すべり台には緊急時以外は登らないことを救え．る
Ｐ友達が鉄棒で遊んでいる時、 近づくとぶつかってしまう危険を教える。
Ｐ鉄棒で遊ぶ時は手を離さないこと、 無理な姿勢を取らないことを教える。
妙おもちゃを友達に投げつけたり、 振り回さないように指導する。
勝砂場の汚染や周りの枠の安全点検を行う。
瞥三輪車やスクーターはスピードがつくと転倒しやすいことを‐教える。
妙縄とびやローブは出したままにせず、 片づける。
抄フェンスや門などに登ることがないように注意する。

散

　　

歩

抄応急手当用品・携帯電話・防犯用品を持参していく。
鯵子どもには帽子をかぶせ、 足・のサイズにあった靴であるか確認をする。
紗ベビーカーに乗せる時は必ずベルトを締めたか確認をする。
渉列の前後には保育者がつくようにする。
Ｐ人数確認は複数の保育者で頻回に行う。（出発時、途中、帰国時）
沙列全体の歩くスピードを考え誘導する
紗道路に落ちているものをむやみに拾わないように注意する。
於 手をつないでいる時、 引っ張りあ－－〕て肘内障になることがあるので注意する，
紗横断歩道の渡り方や道路では飛び出さないなど、 交通安全のルールを教えてい〈

フ

　　

ス

ク

罵り

の

活

動

抄

　　

鯵子どもには帽子をかぶせ、 足・のサイズにあった靴であるか確認をする。

散；編品名ａｌ漢書器参考至言ごと拷誉めたか確認をする”

　　

Ｐ人数確認は複数の保育者で頻回に行う。（出発時、途中、帰国時）
歩

　　

沙列全体の歩くスピードを考え誘導する

　　

紗道路に落ちているものをむやみに拾わないように注意する。

　　

於手をつないでいる時、 引っ張りあ－－〕て肘内障になることがあるので注意する，

　　

紗横断歩道の渡り方や道路では飛び出さないなど、 交通安全のルールを教えてい〈

堀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も
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Ｆコ
』〃

散

　　

歩

公園で遊ぶ際は地域の子どもも利用しているので、
人数確認・遊び方に気を配る。

公園の遊具は必ずしも安全とはいえないので、
年齢にあった遊具なのか、濡れてすべりやす

くないかを十分確認してから使用する。
固定道具の側には・木白者が付き添う“
ジュースの空き缶やタバコ、 動

物の糞など誤飲すると危険な物がないが確認をする。

池や一＝、用水路など水辺を
通る時は転落しないように見守る。

大や猫は見せるだけにして触らせない。

排池

おむつ交換時、 喬い励も－綬が
せたままも」しＬＷ

　

戯“４Ｌ体Ｖｂ

着替えやおむつ交換時に肘内障を起こしやすいので、
無理に腕を強く引っ張らないようにす

る。 また肘内障を
起こしやすい子を把握しておく。

１～２歳児はトイレの水を流そうとレ
バーを操作した時にバランスを崩して打撲しやすいの

で、 介助し見守る。
床が濡れていると転倒しやすいので、 雑巾

などで拭き、 ドライにしておく

トイレや手洗い場では走らないように指
導する。

ドアの蝶番には指を入
煮ないように指導すると共に、 入らないよ

うにガードを貼るｏ

トイレの洗剤や消毒液などは出したままに
しておかず、 必ず手の届かない

所に片づける。

バケツー ｋをためたままにしておかない。

沫治 Ｐシャーワ聞や湯船の温度は保育者自身が触
れて確認をする。

ー濡れているとすべりやすい乳児を落さないようにす
るｃ

給食

，誤飲．窒息を防ぐため、 牛齢」あ）′Ｌ形態
（大きさ・硬さ） 〃

　

明９ Ｑｏ

ｐ 口に食べ物を詰めすぎないようにする一
トお味噌汁やスープの温度に注意をする。
ト骨が唯にささらないように、 魚を食

べる時は骨に気をつけさせる。

トいすをばたばたさせて転落しないように、
食事のマナーを知らせていく。

，フォークやお箸、 歯ブラシを振
り回したり、 くわえて走り

回らせない“

． 繭 アレルギー児あ除去食．代替食もま間違って
激 しなし、ように確言忍をしあうｏ

ｐ調理活動（クッキング保育）では正しい包丁の
使い方を指導する“

かイムニを受けた薬は÷ａ、もいなく飲ませる。

午睡

し 乳児にっつ伏せ濡はさせない。
抄１歳の誕生日までは寝顔や呼吸の状態 （寝息

・胸の上下の動き） をチェックするＵ

Ｐ 室温調節はこまめに行い、 暖めすぎ、 冷
やしすぎがないようにする。

瞭ペットの柵は必ず上げておく。
抄 ペットの柵とマットレス・敷布

団の間に隙間がないことを確認する。

か敷布団は固めのものを使用する。
Ｐ 乳児はミルクを飲ませた後、 排気をさせて

から寝カＬせる。

か寝ている乳児の顔の周りに、 ぬいぐるみを
たくさん置いたりしない。

Ｐ保育室は子どもの状態が確認できる明るさにして
おく。

紗物が落ちてこないところで寝かせる”
抄顔に夕才ルヤ掛け布恕がかからないようにするｏ

おやつ

ｐ誤欲．窒息を防ぐため、 年齢にあっ
た形態

　

大ささ ４更ごノ

　

〃ｒ「

ドロに食べ物を詰めすぎないようにする。
‐ ＾” ▽， ” ビーｒ口，↑ ＾＋舎・件替肯は間：建って提供しない

ように確認をしあう

降園

トー蝦班状態をチェックする。
鯵園でのけがは保護者に傷を確認してもらい、

伝え忘れがないようにするｎ

紗保護者と話をしながらも子どもの行動に気を
配る。

紗死角が多くなる時間帯なので、夕方の遊びや
生活のルールを決め、安全を確保する。

妙お迎えにきて降園した子どもと、保育中の子ども
をチェック簿などで時間帯ごとに人数

の

　

認を行って把握しておくｎ
．お迎え予定者でない人が来た時はすぐに子ども

は渡さず、お迎ス予定者に
確認をとるｎ

　　　

，－症”硲Ｆ

　

Ｍム＊≠、 田中にいる偶合は返戻での遊び方
には気を配る（モ

延長
保育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

】ノ′興甚を もつ
（１ホａ匙有し一１ムんけり

Ｐ 引継ぎを雌実に行い、 滋仕ガらの１五目
を才か 掴

ゅ年齢差のある０～５歳児が過ごすので、 誤
飲につながるようなおもちゃは使用し

ない。

か夕亥Ｌ，で集４力が子どもも保育士も低下している
ことや、受診できる病院

も少ない時間帯な

　

で、 安全保育
に心がける。

Ｐ保護者と話をしながらも子どもの行動に気
を配る。

．お迎えにきて降園した子どもと、保
暑中の子どもをチェソク簿などで時間帯

ごとに人数の

　

認を行って把握しておくい
妙る迎え予定者でない人が来ｒａ寺はすぐに子

どもは渡さず、お迎え予定者に羅認を
とる。

ク
ラ
ス
別
刀
古
動

？

　　

談置磯叢豊艶宅誌室雷鳴闇雫竺年
で※影響滋賀潔瀦暴評キキベリやす

話散，雄鶏撰キ星首都；尊書欝
。

窄

　

歩

　

抄ジュースの空き缶やタごくコご
動物の糞など誤飲すると危険な物がないが確認をするｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

±

　

，
－落 しないように見守 る。
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